












































































































き木簡は、 「それより公式度が下がる歌宴や私的な集まり」 （栄原永遠男『万葉歌木簡を追う』 〈二〇一一年、大阪市立大学人文選書２〉
頁） 。110
○紙質
麻紙は、 「五月一日経」など、極めて重要な文献にしか使われていな 。 「神護景雲経」や隋
唐写経の大部分は、麻紙ではなく楮紙を用いて る。→石塚晴通「東洋のコディコロジー（
C




































































































































































































































（４）佐々木勇「 〔書評〕二戸麻砂彦著『節用文字の音注研究』 」 （ 「日本語の研究」
巻３号、二〇12
一六年七月） 、同「古典複製本使用上の注意」 （広島大学学術情報リポジトリ） 、参照。
（５）川瀬一馬『増訂













世片仮名文の国語史的研究」 （ 「広島大学文学部紀要」特輯号３、一九七一年三月） 、参照






































） 「典籍画像からのテキスト化とキーワード抽出に関する研究」 （研究代表者：寺沢憲吾） 、函館13市中央図書館所蔵「文書画像検索システム」
http://records.c.fun.ac.jp 、参照。
